Ⅷ　学校部門における具体的取り組み

　１　小学部
１　教育目標について

　　　施設内学級に在籍する児童は，何らかの情緒的問題のために原籍校（施設内学級転入前に
在籍した学校）において集団適応ができなかったり，十分に学習に取り組めなかったりした

児童である。これらの児童は，基本的に原籍校に復帰することから，元の学校教育に適応で
きる児童をめざして，次の点にねらいを置いた指導をする。
・　自由に感情や意思を表現できる雰囲気の中で情緒の安定を図り，学校生活を楽しませる。
・　学習の方法を身に付けさせ，学力の回復を図ると共に自主的学習態度を養う。

・　自らの目標設定とその目標に向って努力する生活態度を養う。

２　教育課程の編成について

　　　施設内学級の児童は，原籍校での学習体験が不足していることから学習態度や学習方法が
十分に身に付いていない。そのため，学力が効果的に身に付かない。そこで，本市の通常の
教育課程を基本にした編成を行っているが，編成の仕方は教科等の学習に対する個々の児童

の不安や治療の進み具合の程度などに合わせて弾力的に行っている。なお編成に当たっては，
次の点に留意している。

・  習熟度の違いが大きい国語，算数等は，個別の教育課程を編成する。

　　・  生活・学習体験の不足から興味・関心の範囲が狭いため，社会・理科などはできるだけ
体験的な学習を通して幅広い分野に興味・関心が向くように指導する。

　　・  音楽，図工，体育等の教科は，情緒の安定や心理的解放という治療的意義から，指導時
間を増やしたり，他の教科等の内容を含ませたりして学ぶ楽しさを味わわせるように配慮
する。

３　学級編制について　

小学校の学級編制は，児童の問題や在籍児童数などを考慮して行う。２３年度は２学級（複

式学級）である。

４　学級経営方針について

川原小学校くすのき学園施設内学級の学級経営方針は，川原小学校の教育目標の下に，情緒障害児短期治療施設内の学級として果たすべき役割と児童の実態から，目標や指導方針を具体化したものである。この方針に沿った教科・領域の指導や生活指導が，児童の一日も早い退園の一助となることを願い，指導を進めていく。
 (１)　情緒の安定を図る工夫

①　教師との関係の中で

思いが実現できないときの攻撃や逃避といった行動は激しく，それを放置しておくことはできない。また，児童の多くは大人との関係を求め，その中でしか安定できない段階にある。このことから，児童と教師との一対一の関係の中で，児童の様々な不安を取り除いたり，保護されているという感覚を持たせたりしていく。
②　児童のよさを引き出すことで

　　人間不信を味わってきた児童に対して，児童自身や友達のよさに気付かせることは，自己や他者に対するイメージを修正する上で重要である。日々の生活の中で褒めることを大切にするのはもちろん，様々な場面を通して児童のよさを引き出す指導を行っていく。例えば，児童の何気ない言動の中にあるよさを教師が連絡帳に書き，児童自身が気付いていない自分や人とのかかわりのよさを生活職員や治療職員に知らせる。学園全体で認められることを通して自信をもたせていく。

③　なかよし会を通して
　　「なかよし会」は，児童会に当たるものである。児童に思いを実現していく過程を体験させることができる時間である。児童間の話し合いによって活動内容を決定していく。活動時には，会長や副会長を中心に全員が協力することの大切さを学ぶ機会となる。川原小学校の希望の森（遊具がある森）や体育館を借りて，伸び伸びとした活動を保障すると共に，児童の自主的な活動を奮起させる指導の重要な場と考える。

(２)　積極的な学習態度の形成

　当施設内学級では，児童が通常学級に戻っても，学習に支障が生じないようにすることが，
学習目標の一つになっている。ところが，学習態度が受動的で，学習方法も身に付いていな

い児童や，思考や繰り返しの学習を避けて，結果のみを求める児童が目立つ。これらは，児

童の多くが様々な要因から，落ち着いて学習するどころではなかったことに起因する。そこ
で，学習指導では，児童の情緒の安定を図る学習と通常学級と同様な学習とのバランスを考
慮して，学習への興味・関心を高め，学習に積極的に取り組む児童を育てる。そのために，
次の指導を取り入れる。

①　国語・算数の習熟度別指導

　　系統的な学習体験が少ない児童が多い。漢字・計算力の不足が目立つことから，漢字や

計算の学習は，理解できていないところがあれば，前の該当学年に戻って学習させている。

学年の枠を外し，児童ができそうな段階の学習から取り組ませることで，自信の回復を図

り，学習意欲が持てるように配慮している。

②　体験学習，横断的・総合的な学習

　　体を動かす学習や興味をもった学習には熱心に取り組むという児童が目立つ。そこで，

栽培や飼育活動，現地学習などの体験学習をできるだけ取り入れる。また，教科・領域の

特性や名古屋市の教育課程に考慮しながら，児童の興味・関心を連続的につないだ，横断

的・総合的な学習を取り入れることで，追究する楽しさを味わわせたい。

③　ＴＴ（チーム・ティーチング）による授業
　　ＴＴは，１学級１担任に比べて，児童一人一人への支援が手厚くなる。そこで，教科や
単元，題材によっては学年の枠を取り払い，運動，合奏や合唱，ゲーム，集団製作などを
行う。全学年を１学級とし，全教師のＴＴにより指導する時間も設ける。

　　児童が心の傷を癒すためには，自分に合った大人を自分で見付けていく過程が不可欠である。そのため，当施設内学級では，すべての児童と教師が互いを知り合うことが求められる。ＴＴは，治療的な観点からも取り入れている。

（※　ＴＴ・・・担任だけでなく，複数の教師が協力して教育指導にあたる方式）

